
　秋の叙勲で、葛谷昌之さん（田代）が「瑞宝中綬章（教育研究功労）」
を受章されました。 
　葛谷さんは、平成9年4月に岐阜薬科大学学長、平成15年からは学
長顧問、平成17年からは名誉教授として、薬学領域において自立して
創造的研究を遂行できる研究者・技術者や医療現場で指導的役割を
担う薬剤師の育成に尽力されました。 
　また、松山大学初代薬学部長・教授、中部学院大学副学長・教授、
中部学院大学学事顧問などの要職を歴任されるなど、教育の発展、
向上に多大な貢献をされた功績が認められ、今回の受章となりました。 

瑞宝中綬章受章　葛谷 昌之さん 

　危険業務従事者叙勲で、坪林重行さん（中川町）が「瑞宝単光章
（消防功労）」を受章されました。 
　坪林さんは、昭和47年3月に羽島郡消防事務組合（現羽島郡広域
連合）の消防士となり、火災や救助現場で常に第一線で活躍するとと
もに、豊富な知識と経験を持って消防職員の指導にあたり、職員の資
質向上に努められました。また、平成7年の阪神淡路大震災には岐阜
県緊急援助隊の小隊長として被災地で活動しました。 
　平成25年3月に消防次長として退職されるまでの41年余の長きにわ
たり、危険性の高い業務に精励し社会に貢献された功績が認められ、
今回の受章となりました。 

瑞宝単光章受章　坪林 重行さん 

葛谷 昌之さん 

坪林 重行さん 

　11月12日に88歳の方27人を笠松中央公民館
に招待し、敬老会を開催しました。 
　古田町長や来賓の方が「いつまでもお元気で
長生きしてください」とお祝いの言葉をかけられ
ました。出席された皆さんは、料理に舌鼓を打ち
ながらオカリーナさんによるオカリナとピアノの生
演奏を鑑賞され、楽しいひとときを過ごされました。 

長寿のお祝い　敬老会 

　11月5日に伊藤芳子さんが満100歳を迎えられました。 
　長年にわたり地域の発展に寄与されてきたことを感謝いたします。新型コロナウイルス感染症の影響
を考慮し、ご家族の方に古田町長から長寿者褒賞金と祝賀状、花束を贈呈しました。 

100歳おめでとうございます 

力作を展示　第51回笠松町美術展 

　11月6日から8日までの3日間、笠松中央公民館
で、第51回笠松町美術展が開催されました。 
　日本画、水墨画、洋画、版画、書、彫塑・工芸、
写真の各部門に156人から213点の作品が出品
され、参観者は各部門の力作に見入っていました。 

　名誉町民である松原 登士弘氏を偲ぶ会が、
10月24日に笠松中央公民館で行われました。 
　会には、商工会や自治会関係者約100人が参
列し、生前の偉大な功績を振り返り、古田町長が
「企業人として先見の明があり、町に素晴らしい
足跡を残された。これまでのご厚情に報いるため
に笠松町をさらに発展させていくことを誓います」
と追悼の辞を述べました。続いて田島町議会議長、
田中県議会議員の追悼のことばのあと、参列者
は1人ずつ献花をして故人の功績を偲びました。 

名誉町民　松原 登士弘氏を偲ぶ会 

起業体験プログラムin笠松 

　10月31日、「起業体験プログラムin笠松」先輩
起業家による講演会を開催しました。（株）グリー
取締役の前田 悠太氏と（一社）NELD代表の
三田希美子氏がオンラインで登壇し、起業の経
験談や、これから新しいことを始めようとする方へ
のアドバイスをお話いただきました。 
　今後は、11月から1月にかけて中学生と高校生
を対象にしたワークショップを行い、夢への第一
歩を支援していきます。 

　10月21日、笠松中学校生徒会学校施設環境
改善要望書手交式が行われ、笠松中学校生徒
会が古田町長に学校トイレ改修の要望書を提出
しました。 
　生徒会には日頃よりトイレが臭う、和式を洋式に
変えて欲しいなどトイレ改修に関する意見が寄せ
られており、PTAとの意見交流の場で要望書の
提出が決まり、古田町長が要望書を受け取りまし
た。 

笠松中学校生徒会 
学校施設改善要望書手交式 

ちょう そ 
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まちの話題 

皆さんの身近な話題や出来事を教えてください。広報担当者が取材に伺います！ 
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